
第７期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

課所名・担当
担当者名

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成してください

項目名
目標を設定するに至った

現状と課題
第７期計画における取組

目標
（事業内容、指標等）

中間見直し 取組の実施内容、実績 自己評価 評価の理由 課題と対応策 実施状況 公表の方法

春日部市
①自立支援・介
護予防・重度化

防止

〇 高齢者人口は年々増加しており、今
後もさらに高齢化が進行し、特に後期高
齢者が急増することが予測されている。
これに伴い、要介護（要支援）認定者数
も増加傾向で推移していくものと見込ま
れている。
〇 高齢者が支えられる側だけでなく、
支える側として社会参加や地域貢献を行
うことにより、介護予防に繋がるよう支
援していく必要がある。

 介護支援ボランティア事業の実施

 登録者数：第7期計画値
　Ｈ30年度 … 660人
　Ｒ元年度 … 710人
　Ｒ2年度　… 760人

なし

 介護支援ボランティア事業の周知（広報掲載、チラシ配
布）
 介護支援ボランティアの登録　576人
 介護支援ボランティア受入施設の登録

○

ボランティア登
録者数が減り、
目標の76％で
あったため、評
価を「〇」とた。

新型コロナウイルスの感染拡大によりボランティア活動の場が減り、昨年
度（704人）に比べ登録者数が減少した。
新型コロナウイルスの収束状況を見ながら、今までの周知方法（広報掲
載、窓口でのチラシ配布）だけでなく、他の事業参加者などにもより広く周
知をして登録者数を増やしていく。

実施
HPでの公表を予定
している

春日部市
①自立支援・介
護予防・重度化

防止

○ 高齢者人口は年々増加しており、今
後もさらに高齢化が進行し、特に後期高
齢者が急増することが予測されている。
これに伴い、要介護（要支援）認定者数
も増加傾向で推移していくものと見込ま
れている。
○ 高齢者が歩いて通うことができる場
所で、継続的かつ効果的な介護予防に主
体的に取り組むことができるような地域
づくりを推進していく必要がある。

住民主体型介護予防事業（春日部えんJOYト
レーニング他）の実施

春日部えんＪＯＹトレーニング実施団体数：第7期計画値
　Ｈ30年度 … 20団体
　Ｒ元年度 … 25団体
　Ｒ2年度  … 30団体

なし

 春日部えんＪＯＹトレーニング（百歳体操）の周知（広報掲
載、チラシ配布）
 希望団体への立ち上げ支援、開始及び継続支援（見守り
等）
 春日部えんＪＯＹトレーニングサポーターの育成（養成講
座等）
（えんＪＯＹトレーニング実施団体数 25団体）

◎

えんＪＯＹトレー
ニング実施団体
数が1団体増
え、 25団体にな
り、地域の介護
予防につながっ
たと判断したた
め、「◎」とした。

新型コロナウイルスの感染拡大のため、春日部えんＪＯＹトレーニングサ
ポーターの養成講座が中止になるなど実施団体の立ち上げ支援がなかな
かできず、目標の30団体には達しなかったが、1団体が新たに立ち上がり、
地域住民によるで介護予防につながった。
今後も、感染対策を講じながら新規団体の発掘に向け、周辺の地域住民
が通いやすい場所での住民説明会を行い、立ち上げに向けての現地支援
を行っていく必要がある。
各団体での新規参加者が増加するよう、参加しやすい雰囲気づくりのた
め、見守り時の助言、フォローアップ講座で実施団体同士の情報交換等を
行っていく。

実施
HPでの公表を予定
している

春日部市 ②給付適正化

　少子高齢化が進む中、当市の高齢化率
は平成31年4月1日現在30.2％と近隣市町
よりも高い状況である。今後、担い手不
足が懸念されるため、介護給付費の適正
利用について、自立支援の周知を含めた
取り組みが必要となる。

自立支援に係るケアプラン点検を実施していく。

　Ｈ30年度 … 現状把握、課題抽出
　Ｒ元年度 … 点検実施マニュアルを作成し、課内で
　　　　　　　　　　共有する
　Ｒ2年度  … ケアプラン点検実施

なし
ケアプラン点検
6事業所14件のケアプラン点検を実施し、自立支援の考え
方を共有することができた。

○

件数は少ないが
ケアマネと面談
しながら実施で
きたため評価を
「〇」とした。

市職員が点検指導を行うことでケアマネの理解も得やすいが、市職員だ
けでは点検件数を増やすことが困難なため、委託も視野に入れる必要が
ある。

実施
HPでの公表を予定
している

公表の状況令和２年度（年度末実績）
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